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文責：校長 廣田 昌英

スーパークールビズ を立ててくれました。なので、予想通り雨

６月からは「クールビズ」の進化形「ス で中止になり、延期して５月２９日（月）、

ーパークールビズ」が実施されてます。 ３１日（水）に実施しました。花壇の花の

例えば男性なら、ポロシャツと綿パン等 植え替えです。本校の子ども達、相変わら

の軽装で暑さを乗り切りましょう、という ずよく働きます。一人としてサボる子はい

ものです。９月いっぱいまで続きます。御 ません･･･っと、いました！一人の男の子が

理解と御協力をお願いします。 手のひらをじっと見つめて、まるで静止画

像のように動きません。ダンゴムシでも観

おい、おまえ．．． 察しているのかと近づくと、私に気付いた

個性派ぞろいの１７人の２年生、それを 男の子は得意げに、手のひらに乗せたもの

束ねるのは関口智央先生です。クラスのあ を見せてくれました。それは発芽したての

ちらこちらからけっこう突拍子のない発言 アサガオの種でした。さぞかし感激したん

が飛び出しますが、関口先生は表情一つ変 でしょうね。とってもいい顔してました。

えずに静かになるのをじっと待ちます。そ その感性、いつまでも大切にして欲しいで

していきなり「ニッ」と笑って話し出し、 す。私は．．．取り戻せるでしょうか？

子どもたちをグッと引きつけています。

ある日の昼休み、関口先生は子どもたち お願い、ほんの少し！
と校庭で遊んでいましたが、ふと子どもた 県別の塩分摂取量で、栃木県民は全国で

ちの群れからはずれ、校庭南のブランコに １０位前後、けっこう上位に位置していま

向かって歩き出しました。たった一人でブ す。そして、食習慣が確立される時期の小

ランコに座っている子を発見したようでし 学生にとっては、薄い味付けで薄味の食習

た。そして隣のブランコに腰をかけ、なに 慣をつけることが大切なようです。塩分を

やら会話を始めたのです。それはまるでド たっぷり含むスナック菓子などもってのほ

ラマの甘いワンシーンです。私の想像では、 かなのです。

「おい、おまえ、何かあったのかい？」 さて、本校の荒井淑子学校栄養士は、町

「うぅうん、何もないよ。ただ．．．。」 内初の共同調理場で３小学校分の給食調理

「ただ．．．どうしたんだい？」 の指揮をとっています。しかしその味付

「やっぱりなんでもない。大丈夫。ありが け .....私にとっては少々塩分が物足りないの
とう！」 です。そこで、私は荒井さんにささやかな

「そうか．．．俺にだけは何でも話してく 抗議を行いました。「もうちょっと味が濃

れよ。」 くてもいいのかなぁ ...。」すると荒井さんは
ってところです。一人でいる子を放ってお ニコっと笑って「あらそうですか、すいま

けない、なんて優しい独身男性なのでしょ せん。でも、いつも我が家ではこんなもん

う！ちなみにブランコに座ってた子、男の なんですけどねぇ。」 .....。きっと荒井さん
子でした。 の旦那様、愛されているんでしょうね．．．。

お願い荒井さん、私には愛よりもほんの少

グリーンタイム しの塩分を！

お天気についてはまったくツキに見放さ でも、優先すべきは子どもたちの食習慣

れている、自称「雨女」の野中先生が計画 ですよね。


